大河ドラマ・司馬文学と歴史学　―｢日常｣の発見― by 小川 和也
｢は
じ
ま
り｣
は
《
獅
子
の
時
代
》
か
ら
☆
大
河
ド
ラ
マ
の
最
高
傑
作
は
？
⇒
『
獅
子
の
時
代』
に
決
定
!!
(
独
断
と
偏
見
に
よ
る)
◎
一
九
八
〇
年
放
映
内
容
慶
応
三
年(
一
八
六
七)
パ
リ
万
博
か
ら
戊
辰
戦
争
〜
西
南
戦
争
〜
秩
父
事
件
を
と
お
っ
て
、
明
治
二
二
年(
一
八
八
九)
年
大
日
本
国
憲
法(
公
布)
ま
で
を
描
い
た
文
字
通
り
時
代
の
大
河
！
◎
脚
本
・
山
田
太
一
◎
キ
ャ
ス
ト
架
空
の
人
物
菊
子
藤
真
理
子
実
在
の
人
物
会
津
藩
士
旗
本
高
松
凌
雲
尾
上
菊
五
郎
平
沼
銑
次
菅
原
文
太
小
此
木
お
も
ん
大
原
麗
子
渋
沢
栄
一
角
野
卓
造
助
右
衛
門
加
藤
嘉
恭
平
市
村
正
親
徳
川
昭
武
中
村
幸
二
松
子
浦
辺
粂
子
大
久
保
利
通
鶴
田
浩
二
玲
香
野
百
合
子
畳
屋
平
蔵
佐
野
浅
夫
板
垣
退
助
村
野
武
範
鉱
造
永
島
敏
行
お
さ
く
野
村
昭
子
西
郷
隆
盛
中
村
冨
十
郎
千
代
大
竹
し
の
ぶ
俥
屋
の
親
方
柳
家
小
さ
ん
江
藤
新
平
細
川
俊
之
保
子
熊
谷
美
由
紀
甚
助
大
滝
秀
治
森
有
礼
中
山
仁
薩
摩
藩
士
松
本
英
吉
丹
波
哲
郎
伊
藤
博
文
根
津
甚
八
苅
谷
嘉
顕
加
藤
剛
雲
井
龍
雄
風
間
杜
夫
宗
行
千
秋
実
田
代
栄
助
志
村
喬
和
哥
沢
村
貞
子
瑞
穂
屋
卯
三
郎
児
玉
清
主
人
公
は
二
人
・
会
津
藩
士
・
平
沼
銑
次
(
菅
原
文
太)
戊
辰
戦
争
の
敗
者
の
視
点
・
薩
摩
藩
士
・
苅
谷
嘉
顕
(
加
藤
剛)
薩
長
政
府
内
の
政
権
批
判
の
視
点
↓
憲
法
｢
獅
子
の
時
代｣
は
明
治
維
新
史
を
敗
者
と
国
家
権
力
へ
の
諌
言
者
と
で
挟
撃
す
る
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
菅
原
文
太
談：
平
沼
銑
次
は
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
じ
ゃ
な
い
か
と
お
も
っ
て
演
じ
て
い
た
。
◎
第
一
回
放
送｢
パ
リ
万
国
博
覧
会｣
(
シ
ナ
リ
オ
タ
イ
ト
ル
は
｢
地
の
果
て
へ｣)
の
冒
頭
が
す
ご
い
！
◎
パ
リ
万
博(
第
二
回
目
開
催)
っ
て
？
慶
応
三
年
(
一
八
六
七)
四
月
十
一
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二
七
大
河
ド
ラ
マ
・
司
馬
文
学
と
歴
史
学
｢
日
常｣
の
発
見
小
川
和
也
月
に
開
催
。
日
本
か
ら
は
、
江
戸
幕
府
、
薩
摩
藩
、
佐
賀
藩
が
出
展
。
幕
府
か
ら
将
軍
・
徳
川
慶
喜
の
弟
・
昭
武
一
行
、
薩
摩
藩
か
ら
家
老
・
岩
下
方
平
ら
が
派
遣
。
薩
摩
藩
は
｢
日
本
薩
摩
琉
球
国
太
守
政
府｣
の
旗
を
掲
げ
、
幕
府
か
ら
独
立
国
の
よ
う
だ
、
と
猛
抗
議
を
う
け
た
。
幕
府
一
行
が
滞
欧
中
に
大
政
奉
還
、
王
政
復
古
、
戊
辰
戦
争
が
起
き
、
幕
府
は
滅
亡
し
た
…
…
。
◎
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
①
今
か
ら
百
十
三
年
前
、
こ
の
パ
リ
の
リ
ヨ
ン
駅
に
、
二
十
数
人
の
日
本
の
武
士
が
降
り
た
。
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
の
弟
・
昭
武
に
随
行
す
る
幕
府
派
遣
の
一
行
で
あ
る
。
そ
の
一
行
を
烈
し
い
興
奮
を
抑
え
て
、
ひ
そ
か
に
見
つ
め
る
一
人
の
日
本
人
が
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
か
ら
や
っ
て
来
て
い
た
薩
摩
藩
派
遣
の
英
国
留
学
生
(
苅
谷
嘉
顕)
で
あ
る
。
こ
の
一
握
り
の
日
本
人
に
比
べ
、②
現
在
の
(
パ
リ
の)
日
本
人
人
口
は
、
短
期
旅
行
者
を
ふ
く
め
る
と
約
四
万
人
、
日
本
〜
パ
リ
間
の
飛
行
時
間
は
十
六
時
間
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
船
旅
五
十
六
日
を
要
し
た
。
パ
リ
万
国
博
覧
会
参
加
の
た
め
で
あ
る
。
一
行
は
、③
そ
の
翌
年
が
、
明
治
元
年
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
、
ま
だ
予
測
だ
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
①
②
｢
現
在
の｣
パ
リ
の
日
常
と
、｢
今
か
ら
百
十
三
年
前｣
＝
過
去
の
徳
川
昭
武
一
行
を
重
ね
会
わ
せ
る
。
↓｢
タ
イ
ム
・
マ
シ
ー
ン
的
方
法｣
(
後
述)
③
見
え
る
目
と
曇
っ
た
目
の
統
一
。
◎
で
は
、
こ
こ
で
実
際
に
冒
頭
の
シ
ー
ン
を
御
覧
あ
れ
！
◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
班
担
当
デ
ィ
ス
ク
岡
本
由
紀
子｢
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
ケ
日
記
抄｣
(『
グ
ラ
フ
Ｎ
Ｈ
Ｋ』
一
九
八
〇
年
一
月
号)
リ
ヨ
ン
駅
は
慶
応
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
。｢
汽
車
も
周
囲
の
人
び
と
も
、
す
べ
て
現
代
そ
の
ま
ま
の
中
で
行
う
わ
け
で
す
か
ら
、
見
る
方
々
に
と
っ
て
や
や
異
様
な
印
象
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
代
と
当
時
の
接
点
、
或
い
は
日
本
人
と
外
国
人
と
の
出
会
い
、
と
い
う
も
の
を
よ
り
強
烈
に
印
象
づ
け
る
一
つ
の
方
法
論
と
し
て
、
こ
の
手
法
を
断
行
し
た｣
◎
脚
本
・
山
田
太
一
の
意
図
私
は
は
じ
め
、
わ
が
登
場
人
物
た
ち
を
描
く
こ
と
で
、
時
代
の
転
換
期
に
お
け
る
①｢
並
の
人
間｣
の
経
験
や
日
常
に
近
づ
く
こ
と
を
意
図
し
た
。
…
…
し
か
し
、
そ
れ
は
書
き
は
じ
め
る
前
に
、
出
来
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。｢
大
河
ド
ラ
マ｣
が
、
あ
る
時
代
を
描
く
と
き
、
見
る
人
に
そ
の
時
代
の
大
き
な
流
れ
が
頭
に
入
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前
提
を
思
い
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
西
南
戦
争
を
四
十
五
分
二
回
で
や
る
と
き
、
そ
の
中
に
、
九
州
で
戦
争
が
あ
る
こ
と
な
ど
一
向
に
知
ら
ず
、
嫁
が
は
ば
か
り
で
紙
を
使
い
す
ぎ
た
、
と
騒
い
で
い
る
東
京
下
町
の
一
家
の
話
を
い
れ
る
わ
け
に
は
か
な
い
。
…
…
せ
め
て②
そ
の
視
点
が
、
西
郷
、
大
久
保
、
山
県
ら
を
主
役
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
無
名
の
存
在
を
通
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
で
、
水
位
を
や
や
低
く
し
得
る
の
み
で
あ
る
。
無
論
、
そ
の
次
元
で
｢
面
白
い
物
語｣
の
緊
張
を
維
持
し
て
行
く
こ
と
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
や
り
甲
斐
の
あ
る
事
で
あ
り
、
困
難
な
仕
事
で
あ
っ
た
が
、
書
き
な
が
ら
絶
え
ず
③｢
枝
葉｣
と
し
て
切
り
捨
て
ざ
る
を
得
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
登
場
人
物
た
ち
の
｢
な
に
げ
な
い
日
常｣
へ
の
哀 あい
惜 せき
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
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二
八
あ
る
。(『
獅
子
の
時
代』
第
五
巻
｢
あ
と
が
き｣)
・
ポ
イ
ン
ト
①
｢
並
の
人
間｣
と
｢
日
常｣
へ
の
着
目
。
②
主
役
は
西
郷
・
大
久
保
・
山
県
ら
歴
史
の
ス
タ
ー
や
元
勲
で
は
な
く
、
平
沼
家
や
苅
谷
家
の
人
々
、
お
も
ん
と
い
っ
た
架
空
の
、
し
た
が
っ
て
｢
無
名
の
存
在｣
。
③
｢
な
に
げ
な
い
日
常｣
へ
の
哀
惜
。
↓
今
日
の
講
演
の
キ
ー
ワ
ー
ド
｢
日
常｣
が
四
〇
年
足
ら
ず
前
、
八
〇
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
本
題
に
入
り
ま
す
。
１
歴
史
小
説
の
読
者
は
何
者
な
の
か
？
◎
そ
も
そ
も
な
ぜ
、
私
は
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
？
・
歴
史
研
究
の
出
発
点：
修
士
論
文
の
主
題
は
、
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
越
後
長
岡
藩
の
武
装
中
立
、
そ
れ
を
画
策
し
た
家
老
・
河
井
継
之
助
の
思
想
。
・
修
士
論
文
構
想
の
合
同
発
表
会
に
お
い
て
、
参
考
文
献
に
、
河
井
を
主
人
公
と
し
た
司
馬
遼
太
郎
『
峠』
。
・
河
井
継
之
助
と
い
え
ば
『
峠』
！
・
あ
る
教
員
か
ら
叱
責
。｢
歴
史
研
究
に
小
説
は
よ
ろ
し
く
な
い
、
ケ
シ
カ
ラ
ン｣
・
？
？
？
？
？
(
何
が
い
け
な
い
？
…
…)
↓
歴
史
学
界
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
社
会
の
間
に
分
厚
い
壁
。
↓
い
ま
も
残
る
強
い
違
和
感
◎
問
題
点
１
歴
史
学
と
文
学
古
く
は
遠
山
茂
樹
他『
昭
和
史』
を
め
ぐ
る
論
争
な
ん
て
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
…
…
◎
歴
史
研
究
・
論
文
に
虚 フィ
ク
シ
構 ョン
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
↓
こ
の
命
題
は
正
し
い
。
私
的
反
論
①
文
学
は
虚
構
の
小
説
だ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
中
国
で
は
一
三
世
紀
に
い
た
る
ま
で
、
虚
構
ノ
ベ
ル
は
登
場
し
な
い
。
短
編
虚
構
小
説
は
あ
る
が
、
ノ
ベ
ル
と
い
っ
た
ら
長
篇
小
説
を
指
す
。
歴
史
文
学
は
伝
記
が
主
流
で
あ
る
。
西
洋
に
お
い
て
も
虚
構
文
学
が
主
流
に
な
る
の
は
一
九
世
紀
以
降
で
あ
る
、
中
国
や
西
洋
で
は
、
歴
史
叙
述
は
文
学
に
ふ
く
ま
れ
る
。
②
た
と
え
ば
、『
明
治
文
学
全
集』
(
筑
摩
書
房)
全
百
巻
は
画
期
的
。
小
説
は
三
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
ほ
か
は
明
治
史
論
集
。
福
沢
諭
吉
、
中
江
兆
民
、
田
口
卯
吉
、
内
村
鑑
三
な
ど
の
論
説
を
含
む
。
③
虚
構
の
小
説
を
文
学
と
す
る
狭
義
の
定
義
は
、
私
小
説
・
文
壇
文
学
を
｢
純
文
学｣
と
呼
ぶ
日
本
独
特
。
④
物
語
ス
ト
ー
リ
ー
性
に
つ
い
て
。h
isto
ry
とsto
ry
は
語
源
を
同
じ
く
す
る
。
読
者
の
目
を
意
識
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
文
章
は
物
語
性
を
帯
び
る
。
↓
歴
史
学
は
｢
文
学｣
で
は
な
い
、
と
い
う
そ
の
｢
文
学｣
観
は
非
常
に
狭
い
も
の
で
日
本
独
特
の
も
の
。
歴
史
と
文
学
の
溝
を
狭
め
る
に
は
文
学
概
念
を
拡
大
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。(
文
学
概
念
の
拡
大
に
関
し
て
は
、
加
藤
周
一
『
日
本
文
学
史
序
説』
参
照
さ
れ
た
し)
⑤
優
れ
た
論
文
は
、
推
理
小
説
に
似
る
。
論
文
は
謎
解
き
。
歴
史
学
論
文
も
提
起
し
た
問
題
を
史
料
で
解
決
す
る
。
史
料
を
証
拠
に
置
き
換
え
れ
ば
、
す
ぐ
れ
た
歴
史
学
論
文
は
、
す
ぐ
れ
た
推
理
小
説
に
近
づ
く
だ
ろ
う
。
逆
も
ま
た
し
か
り
(
な
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二
九
に
を
い
っ
て
る
か
わ
か
ら
ん
、
と
い
う
人
は
、
と
り
あ
え
ず
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
の
『
薔
薇
の
名
前』
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い)
。
◎
問
題
点
２
司
馬
文
学
批
判
何
を
代
表
さ
せ
る
か
？
◎
歴
史
学
界
の
司
馬
史
観
批
判
。
た
と
え
ば
…
…
(
中
村
二
〇
〇
九)
①
英
雄
史
観
で
、
民
衆
、
あ
る
い
は
、
階
級
が
描
け
て
い
な
い
。
②
史
実
と
異
な
る
点
、
実
証
性
に
か
ん
す
る
疑
義
。
③
明
治
を
｢
明
る
い
時
代｣
と
し
て
描
い
て
い
る
。
④
日
露
戦
争
を
祖
国
防
衛
の
｢
国
民｣
戦
争
と
し
、
一
兵
士
の
視
点
が
な
い
…
…
な
ど
な
ど
。
☆
こ
う
し
た
批
判
は
す
べ
て
｢
正
し
い｣
。
史
料
に
基
づ
く
実
証
主
義
と
い
う
歴
史
学
の
矜
恃
。
★
司
馬
文
学
の
何
を
代
表
作
と
み
る
か
？
↓
歴
史
学
界
で
は
『
坂
の
上
の
雲』
へ
の
批
判
が
集
中
。
◎
成
田
龍
一『
戦
後
思
想
家
と
し
て
の
司
馬
遼
太
郎』
(
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
九)
↓
司
馬
晩
年
の『
韃
靼
疾
風
録』
、
街
道
を
ゆ
く
シ
リ
ー
ズ
『
オ
ホ
ー
ツ
ク
街
道』
を
高
く
評
価
。
↓
一
国
史
＝
国
民
国
家
史
(
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー)
を
超
え
る
視
点
↓
司
馬
文
学
を
一
面
的
に
批
判
し
て
い
る
歴
史
研
究
者
は
、
晩
年
に
変
化
し
た
司
馬
文
学
を
読
ん
で
い
な
い
。
◎
問
題
点
３
司
馬
文
学
の
読
ま
れ
方
、
読
書
・
読
者
の
視
点
が
欠
落
。
☆
い
っ
た
い
、
大
衆
小
説
の
読
者
と
は
何
者
な
の
か
？
☆
戦
後
歴
史
学
と
は
い
っ
た
い
何
者
な
の
か
？
戦
後
歴
史
学
の
二
つ
の
面：
①
マ
ル
ク
ス
唯
物
史
観
を
中
心
と
し
た
実
証
的
な
研
究
。
歴
史
の
発
展
法
則
。
②
戦
前
の
天
皇
制
軍
国
主
義
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
反
省
か
ら
、
反
戦
平
和
と
民
主
主
義
の
実
践
を
目
指
す
運
動
。
す
な
わ
ち
｢
た
た
か
う
歴
史
学｣
(
私
は
賛
成
す
る)
↓
問
題
は
②
の
側
面
。
１
｢
た
た
か
う
歴
史
学｣
の
担
い
手
は
大
衆
で
あ
る
。
２
大
衆
文
学
の
読
者
は
大
衆
で
あ
る
。
３
大
衆
へ
の
信
頼
な
く
し
て
、
運
動
の
担
い
手
と
し
て
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
↓
は
た
し
て
、
大
衆
は
司
馬
文
学
を
読
む
と
｢
司
馬
史
観｣
に
染
ま
る
の
か
？
◎
英
雄
史
観
批
判
へ
の
鋭
い
指
摘
個
人
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
司
馬
史
観
は
英
雄
崇
拝
主
義
で
あ
る
と
い
う
一
方
の
側
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
は
、
英
雄
崇
拝
主
義
と
う
ら
は
ら
の
か
た
ち
で
司
馬
文
学
の
中
に
あ
る
、
お
前
は
い
っ
た
い
歴
史
に
ど
う
参
加
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
個
々
の
主
体
性
へ
の
問
い
か
け
を
抽
き
出
し
て
き
て
対
応
さ
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
個
人
で
は
ダ
メ
だ
、
階
級
だ
と
い
う
主
張
の
方
に
こ
そ
、
ど
こ
と
な
く
個
人
一
人
一
人
の
歴
史
へ
の
主
体
性
を
解
消
し
て
し
ま
う
気
安
さ
み
た
い
な
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
か
え
っ
て
自
分
の
主
体
性
を
特
定
の
個
人
に
あ
ず
け
て
し
ま
う
個
人
崇
拝
主
義
が
発
生
し
て
き
た
り
も
す
る
。
(
斎
藤
一
九
七
四)
◎
司
馬
文
学
の
英
雄
は
『
竜
馬
が
ゆ
く』
の
よ
う
に
、
た
だ
ひ
と
り
で
歴
史
を
動
か
し
て
し
ま
う
。
読
者
は
、
竜
馬
に
あ
こ
が
れ
る
。
そ
れ
は
、
英
雄
崇
拝
を
生
む
が
、
他
方
、
自
分
も
竜
馬
の
よ
う
に
歴
史
を
動
か
し
て
み
た
い
と
い
う
、
歴
史
的
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三
〇
意
欲
が
引
き
だ
さ
れ
る
よ
う
な
読
み
方
が
あ
る
…
…
◎
疑
問
目
覚
め
た
大
衆
の
歴
史
的
意
欲
は
、
戦
後
歴
史
学
が
め
ざ
し
て
き
た
、
歴
史
創
造
の
担
い
手
た
る
主
体
性
と
異
な
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
２
司
馬
文
学
・
大
河
と
歴
史
に
お
け
る｢
日
常｣
の
発
見
《
太
閤
記
》
の
視
点
◎
美
学
者
・
中
井
正
一
の｢
聖
な
る
一
回
性｣
＝
歴
史
的
時
間
は
繰
り
か
え
さ
な
い
。
人
生
も
ま
た
。
唯
一
、
時
間
が
繰
り
か
え
す
芸
術
↓
｢
映
画
の
時
間｣
◎
ニ
ュ
ー
ス
・
フ
ィ
ル
ム
に
つ
い
て
フ
ィ
ル
ム
が
撮
っ
た
一
画
面
の
中
の
、
群
衆
の
斃
れ
て
い
る
一
人
を
私
た
ち
が
見
て
い
る
時
、
私
が
見
て
い
る
一
黒
点
は
、
そ
の
涯はて
を
た
ど
る
な
ら
ば
、
現
像
、
撮
影
、
す
な
わ
ち
物
質
的
手
続
き
を
貫
い
て
、
実
は
じ
か
に
そ
の
横
た
わ
っ
て
い
る
一
人
の
人
間
の
肉
体
に
、
私
の
眼
は
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
／改行
そ
れ
は
歴
史
的
な
聖
な
る
一
回
性
に
、
私
は
時
間
を
隔
て
て
、
再
び
連
続
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。(
中
井
一
九
七
五)
◎
映
画
に
よ
る
｢
聖
な
る
一
回
性｣
の
｢
時
間
の
再
現｣
に
、
観
客
が
｢
個
人
の
時
間
を
ダ
ブ
ら
せ
る｣
↓
こ
の
と
き
、
人
間
の
意
識
の
奥
に
あ
る
願
い
、
歴
史
感
が
撃
発
さ
れ
る
。
↓｢
こ
の
人
間
生
活
が
は
た
し
て
正
し
く
導
か
れ
う
る
の
か｣
？
と
い
う
根
源
的
な
嘆
息
。
↓
映
画
に
お
い
て
ダ
ブ
る
一
回
性
は
歴
史
小
説
や
大
河
で
は
ど
う
な
っ
て
ん
の
か
？
◎
司
馬
文
学
の
人
物
像：
『
国
盗
り
物
語』
『
新
史
太
閤
記』
↓
豊
臣
秀
吉
像
。
日
常
性
と
い
う
の
は
人
間
の
持
っ
て
い
る
万
古
不
易
の
も
の
で
す
か
ら
ね
。
た
と
え
ば
秀
吉
も
私
た
ち
も
、
同
じ
よ
う
に
ご
飯
を
た
べ
て
い
る
。
晩
年
の
秀
吉
は
、
多
く
の
老
人
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
好
物
は
少
年
の
こ
ろ
の
た
べ
も
の
で
し
た
。
と
く
に
お
カ
キ
は
大
す
き
だ
っ
た
ら
し
い
で
す
ね
。
火
鉢
を
ひ
き
よ
せ
て
自
分
で
あ
ぶ
り
な
が
ら
食
べ
た
の
か
、
侍
女
か
な
に
か
に
焼
か
せ
た
の
か
、
そ
こ
ま
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
…
…
こ
う
い
う
事
柄
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
歴
史
解
釈
に
関
係
が
で
き
て
く
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
秀
吉
と
い
う
人
物
が
、
記
録
の
な
か
か
ら
肉
体
感
を
帯
び
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
(
司
馬
二
〇
〇
七)
｢
日
常
性｣
は
｢
万
古
不
易｣
人
間
の
日
常
生
活
に
は
共
通
性
・
普
遍
性
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
過
去
の
人
物
に
親
し
み
を
感
じ
、｢
肉
体
感｣
が
生
ま
れ
る
。
わ
れ
も
人
な
り
。
彼
も
人
な
り
。
↓
司
馬
英
雄
史
観
の
英
雄
は
拝
み
伏
せ
る
よ
う
な
偉
人
で
は
な
く
、
日
常
性
＝
喜
劇
性
を
帯
び
て
い
る
。
↓
大
河
ド
ラ
マ
作
法
に
共
通
！
◎
大
河
ド
ラ
マ
の
秀
吉
像
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
第
三
作
『
太
閤
記』
一
九
六
五
年
(
原
作
・
吉
川
英
治)
高
度
成
長
期
の
た
だ
な
か
。
東
海
道
新
幹
線：
東
京
五
輪
開
催
に
あ
わ
せ
一
九
六
四
年
一
〇
月
一
日
に
開
通
。《
太
閤
記
》
の
放
映
開
始
は
翌
年
一
月
三
日
。
視
聴
者
を
ア
ッ
！
と
い
わ
せ
た
冒
頭
の
シ
ー
ン
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
初
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
撮
影
。
↓
開
通
間
も
な
い
新
幹
線
が
登
場
！
通
例
、
時
代
劇
・
歴
史
ド
ラ
マ
は
現
代
の
モ
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三
一
ノ
が
映
り
込
む
の
は
タ
ブ
ー
！
↓
東
京
駅
か
ら
東
海
道
を
疾
走
す
る
新
幹
線
は
秀
吉
ゆ
か
り
の
名
古
屋
を
通
り
、
京
都
へ
。
豊
国
神
社
、
そ
し
て
、
緒
形
拳
扮
す
る
豊
臣
秀
吉
に
つ
な
ぐ
。
↓
い
ま
現
在
の
視
聴
者
の
日
常
を
新
幹
線
ひ
か
り
号
に
満
載
し
て
、
過
去
に
つ
な
ぐ
。
歴
史
的
時
間
に
つ
な
ぐ
。
↓
｢
タ
イ
ム
・
マ
シ
ー
ン
的
方
法｣
と
よ
ば
れ
る
画
期
性
。
↓
こ
の
手
法
の
生
み
の
親
・
チ
ー
フ
演
出
家
の
吉
田
直
哉
。
吉
田
は
、
今
川
義
元
役
に
三
國
一
朗
を
起
用
。
時
代
劇
の
人
物
だ
っ
て
、
の
べ
つ
緊
張
し
て
い
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
。
…
…
日
常
生
活
と
い
う
も
の
は
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
の
｢
日
常
性｣
を
歴
史
上
の
事
件
と
同
格
に
お
く
わ
け
で
す
。
…
…
今
川
義
元
っ
て
の
は
ふ
つ
う
悪
役
で
す
が
、
悪
役
ほ
ど
人
間
味
を
出
そ
う
と
い
う
の
で
、
三
國
さ
ん
を
も
っ
て
き
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
味
を
ね
ら
っ
た
の
で
す
。(
吉
田
一
九
六
五)
・
三
國
一
朗
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
今
川
義
元
の
役
づ
く
り
の
た
め
に
体
重
を
増
や
し
て
八
五
キ
ロ
ま
で
太
っ
た
と
い
う
。
◎
司
馬
文
学
と
大
河
ド
ラ
マ
は
、｢
日
常
性｣
と
人
間
の
｢
喜
劇
性｣
を
大
衆
と
歴
史
と
の
通
路
に
し
て
い
る
。
３
時
代
考
証
と
歴
史
学
《
足
尾
か
ら
来
た
女
》
か
ら
考
え
る
◎
大
河
ド
ラ
マ
に
欠
か
せ
な
い
の
は
時
代
考
証
。
東
京
学
芸
大
学
・
大
石
学
ら
を
中
心
に
歴
史
研
究
者
に
よ
る
｢
時
代
考
証
学
会｣
が
設
立
さ
れ
、
各
地
で
講
演
・
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
↓
史
料
に
基
づ
い
た
歴
史
再
現
性
の
検
証
。
↓
政
治
的
な
転
換
や
｢
事
件｣
に
比
べ
る
と
、
日
常
生
活
は
空
気
の
よ
う
な
も
の
で
意
識
さ
れ
な
い
。
あ
の
う
、
一
週
間
前
の
夕
食
に
何
を
食
べ
た
か
、
パ
ッ
と
瞬
時
に
思
い
出
せ
ま
す
か
？
↓
日
常
の
史
料
は
実
は
少
な
い
。
◎
《
足
尾
か
ら
来
た
女
》(
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
二
〇
一
四
年)
主
役
・
新
田
サ
チ
(
尾
野
真
千
子)
田
中
正
造
(
柄
本
明)
時
代
考
証：
石
居
人
也
｢
文
献
に
よ
る
歴
史
研
究
で
は
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
に
難
し
さ｣
↓
歴
史
の
視
覚
化
難
し
か
っ
た
時
代
考
証
の
例
①
土
に
銅
廃
棄
物
が
混
ざ
る
と
、
ど
ん
な
色
に
な
る
か
。
↓
カ
ラ
ー
写
真
が
な
い
時
代
②
鉱
毒
で
汚
染
さ
れ
た
農
作
物
、
た
と
え
ば
芋
は
、
ど
ん
な
具
合
か
？
↓
画
像
・
映
像
資
料
が
な
い
。
③
田
中
正
造
の
演
説
で
つ
か
わ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
垂
れ
幕
(
？)
の
文
言
や
素
料
は
？
④
も
っ
と
も
難
し
か
っ
た
の
は
谷
中
村
の
日
常
。
↓
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
鉱
毒
事
件
の
谷
中
村
の
写
真
は
、
じ
つ
は
政
府
が
強
制
破
壊
し
た
あ
と
の
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
村
の
姿
、
す
な
わ
ち
、
民
衆
の
日
常
を
知
る
史
料
が
乏
し
い
…
…
。
↓
《
足
尾
か
ら
来
た
女
》
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
確
認
。
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三
二
４そ
も
そ
も
日
常
の
史
料
は
な
か
っ
た
の
か
？
｢
雑｣
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
◎
西
欧：
戦
前
か
ら
民
衆
の
日
常
、
生
活
文
化
を
研
究
対
象
に
。
・
ア
ナ
ー
ル
派
た
と
え
ば
ブ
ロ
ー
デ
ル
の
金
字
塔
『
日
常
性
の
構
造』
・
ミ
ク
ロ
ヒ
ス
ト
リ
ア
た
と
え
ば
カ
ル
ロ
・
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
『
チ
ー
ズ
と
う
じ
虫』
・
ポ
ス
ト
構
造
主
義
た
と
え
ば
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
『
監
獄
の
誕
生』
◎
日
本
で
は
…
…
戦
後
歴
史
学
は
｢
人
民
闘
争｣
を
掲
げ
た
。(
私
は
賛
同
す
る)
↓
｢
人
民｣
の
｢
闘
争｣
で
は
な
い
日
常
性
は
、
な
が
ら
く
等
閑
視
。
↓
日
常
へ
向
け
て
、
文
化
史
・
社
会
史
が
盛
ん
に
な
る
の
は
、｢
冷
戦｣
崩
壊
後
。
◎
戦
後
歴
史
学：
権
力
対
人
民
、
階
級
闘
争
に
研
究
が
集
中
。
・
百
姓
一
揆
研
究
が
ど
真
ん
中
に
。
・
支
配
さ
れ
忍
従
す
る
百
姓
像
か
ら
、
た
た
か
う
百
姓
像
を
描
き
だ
す
こ
と
に
成
功
。
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
・
歴
史
を
動
か
す
の
は
一
握
り
の
英
雄
で
は
な
く
民
衆
で
あ
る
。(
そ
の
と
お
り
だ
！)
↓
問
題
は
百
姓
一
揆
研
究
自
体
で
は
な
く
｢
集
中｣
↓
な
ぜ
｢
集
中｣
す
る
の
か
？
ひ
と
つ
は
戦
前
の
反
省
と
い
う
戦
後
歴
史
学
の
理
念
と
歴
史
観
に
よ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
◎
民
俗
学
・
柳
田
国
男
の
反
撃
近
年
世
に
出
た
日
本
の
農
民
史
な
る
も
の
を
見
る
と
、
故
意
で
は
な
い
人
の
著
述
に
も
一
揆
暴
動
な
ど
の
事
変
が
多
過
ぎ
る
。
永
い
年
代
を
回
顧
す
る
と
、
成
程
災
害
の
記
事
な
ど
は
目
に
付
き
易
い
上
に
、
百
姓
騒
動
の
類
は
所
謂
局
に
当
る
者
の
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
、
無
暗
に
饒
舌
に
書
留
め
て
置
か
う
と
す
る
の
が
人
情
だ
か
ら
、
或
い
は
さ
う
い
ふ
事
件
の
連
続
が
、
即
ち
農
民
史
で
あ
る
か
の
よ
う
な
如
き
感
じ
を
与
へ
る
か
も
知
ら
ぬ
が
、
個
々
の
地
方
の
実
際
に
当
つ
て
見
る
と
、
そ
れ
は
甚
だ
希
有
で
あ
り
、
又
時
と
し
て
は
全
然
さ
う
い
ふ
経
験
を
持
た
ぬ
場
合
も
多
い
。(｢
農
民
史
研
究
の
一
部｣
『
斯
民』
一
九
二
七)
我
邦
の
農
民
の
歴
史
を
た
だ
一
揆
嗷
訴
(
強
訴)
と
風
水
虫
害
等
の
連
続
の
如
く
し
て
し
ま
つ
た
の
は
、
遠
慮
な
く
言
ふ
な
ら
ば
記
録
文
書
主
義
の
罪
で
あ
る
。
(｢
国
史
と
民
俗
学｣
一
九
三
五)
↓
戦
前
か
ら
歴
史
学
が
民
衆
の
事
件
・
一
揆
に
集
中
し
て
い
る
ぞ
、
と
い
う
批
判
は
あ
っ
た
。
↓
｢
記
録
文
書
主
義｣
だ
と
な
ぜ
、
日
常
が
抜
け
落
ち
る
の
か
？
☆
史
料
、
殊
に
近
世
史
料
と
は
何
か
？
世
界
に
も
ま
れ
な
、
民
衆
の
手
に
よ
る
史
料
が
膨
大
に
残
さ
れ
て
い
る
。
近
世
民
衆
の
識
字
率
は
世
界
の
な
か
で
ぬ
き
ん
で
て
高
い
。
◎
｢
兵
農
分
離｣
に
よ
る
文
書
支
配
。
↓
行
政
文
書
・
公
文
書
が
圧
倒
的
に
多
い
。
↓
史
料
の
性
格
を
意
識
し
な
い
と
民
衆
の
｢
日
常
性｣
が
抜
け
落
ち
る
。
◎
民
衆
っ
て
一
体
な
ん
だ
？
↓
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
生
活
者
。
民
衆
は
非
日
常
的
な
革
命
家
で
は
な
く
、
圧
倒
的
に
日
常
生
活
に
人
生
を
費
や
す
。
↓
闘
争
か
日
常
か
、
で
は
な
く
、
闘
争
も
日
常
も
。
両
者
の
関
係
性
が
大
切
。
↓
戦
後
歴
史
学
が
目
指
し
た
政
治
活
動
・
運
動
の
持
続
性
(
い
ま
で
い
え
ば
反
原
発
・
護
憲
運
動
な
ど)
を
も
た
せ
て
い
く
ヒ
ン
ト
も
そ
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
記
録
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三
三
文
書
主
義
の
特
質
を
意
識
し
て
史
料
を
み
る
こ
と
で
、
新
た
な
民
衆
像
が
描
け
る
の
で
は
な
い
か
…
…
と
い
う
こ
と
に
、
戦
後
歴
史
学
者
が
気
づ
か
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
◎
実
は
、
民
衆
の
日
常
の
史
料
は
あ
る
！
青
木
美
智
男：
百
姓
一
揆
研
究
の
旗
手
。
と
い
う
こ
と
は
戦
後
歴
史
学
の
ど
真
ん
中
に
い
た
。
青
木
の
主
張：
戦
後
歴
史
学
の
史
料
分
類
は
、
敗
戦
直
後
の
研
究
水
準
と
問
題
意
識
、
つ
ま
り
｢
民
主
化｣
と
い
う
課
題
意
識
が
反
映
し
て
い
る
。
史
料
分
類
項
目
は
そ
の
問
題
関
心
に
従
い
｢
土
地｣
｢
経
営｣
｢
触
書｣
な
ど
政
治
経
済
に
集
中
し
、
重
視
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
民
衆
の
日
常
に
関
す
る
史
料
は
重
視
さ
れ
ず
、｢
雑｣
と
い
う
項
目
に
一
括
し
て
分
類
さ
れ
、
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
(
青
木
一
九
七
六)
。
分
類
は
仮
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
踏
襲
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
定
着
し
、
絶
対
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
治
体
史
な
ど
。
↓
こ
の
点
、『
愛
知
県
史』
の
近
世
史
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
近
世
部
会
長
は
青
木
美
智
男
。
◎｢
雑｣
に
は
何
が
入
っ
て
い
る
か：
俗
謡
の
書
き
写
し
、
手
習
い
本
、
雑
俳
、
句
集
、
歌
集
、
瓦
版
、
生
け
花
、
囲
碁
将
棋
な
ど
の
本
…
…
日
常
や
娯
楽
の
史
料
。
↓
過
去
の
遺
産
で
あ
る
史
料
は
す
べ
て
平
等
の
価
値
を
も
つ
。｢
雑｣
と
い
う
分
類
は
、
戦
後
歴
史
学
の
研
究
視
角
か
ら
の
も
の
で
、
本
来
は
存
在
し
な
い
。
青
木
は
一
揆
研
究
と
同
時
に
｢
雑｣
に
も
と
づ
く
生
活
文
化
を
追
求
し
、
化
政
期
を
中
心
と
す
る
庶
民
文
化
論
を
確
立
す
る
。『
日
本
の
歴
史
別
巻
近
世
庶
民
文
化
日
本
文
化
の
原
型』
◎
歴
史
学
の
現
状：
戦
後
歴
史
学
↓
現
代
歴
史
学
。
社
会
史
・
文
化
史
が
盛
ん
に
。
｢
日
常｣
も
｢
民
衆｣
も
｢
庶
民｣
も
研
究
対
象
。
◎｢
日
常｣
が
歴
史
に
な
る
！
北
名
古
屋
市
歴
史
民
俗
資
料
館
↓
改
名
…
…
昭
和
日
常
博
物
館
！
来
年
は
改
元
。
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
…
…
。
↓
そ
し
て
、
わ
れ
ら
が
寅
さ
ん
『
男
は
つ
ら
い
よ
！』
が
…
…
。
ま
と
め
◎
大
河
ド
ラ
マ
・
歴
史
小
説
・
歴
史
学
を
結
び
つ
け
る
｢
日
常
性｣
と
は
？
戸
坂
潤｢
日
常
性
の
原
理
と
歴
史
的
時
間｣
・
時
間
と
は
？
｢
時
間
で
あ
る
た
め
に
は
必
ず
何
か
の
刻
み
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣
・
時
代
と
は
｢
刻
み
を
、
休
止
点
を
、
入
れ
ら
れ
た
時
間
、P
erio
d
e
を
意
味
す
る｣
｢
歴
史
的
時
間
は
そ
れ
自
身
の
内
容
に
よ
っ
て
時
代
に
ま
で
刻
ま
れ
る｣
・
｢
時
代
は
何
に
よ
っ
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
か
。
政
治
に
よ
っ
て
で
あ
る｣
↓
戦
後
歴
史
学
が
追
究
し
た
時
代
の
性
格
、
階
級
闘
争
、
歴
史
の
発
展
法
則
。
で
は
、
日
常
は
？
・
｢
歴
史
的
時
間
が
人
々
の
問
題
と
な
る
動
機
は
、
正
当
に
は
、
人
々
が
こ
の
歴
史
的
時
間
の
内
で
生
活
し
て
い
る
と
い
う
事
実
の
外
に
な
い
。
之
は
吾
々
の
生
活
の
時
間
で
あ
る｣
日
々
の
持
つ
原
理
、
そ
の
日
そ
の
日
が
持
つ
原
理
、
毎
日
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
併
し
毎
日
が
別
々
の
日
で
あ
る
原
理
、
平
凡
茶
飯
事
で
あ
り
な
が
ら
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三
四
絶
対
に
不
可
避
な
(
＝
中
井：
聖
な
る
一
回
性)
毎
日
の
生
活
の
原
理
、
そ
う
い
う
も
の
に
歴
史
的
時
間
の
結
晶
の
核
が
、
歴
史
の
秘
密
が
、
や
ど
っ
て
い
る
。
↓
歴
史
は
過
去
の
出
来
事
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
に
い
ま
日
々
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。
・
歴
史
を
眺
め
る
人
々
に
と
っ
て
は
、｢
現
在
は
現
代
位
で
沢
山
だ
ろ
う
…
…
彼
等
に
取
っ
て
は
何
も
今
日
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
程
押
し
つ
ま
っ
て
は
い
な
い
か
ら｣
｢
私
の
生
涯
が
無
限
な
ら
ば
仕
事
は
明
日
に
明
日
に
と
延
ば
し
て
さ
し
つ
か
が
な
い
…
…
そ
れ
が
、
死
が
何
時
か
は
来
る
も
の
だ
か
ら
、
仕
事
は
一
定
の
時
間
の
内
に
片
づ
け
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
(
＝
中
井：
聖
な
る
一
回
性)｣
・
実
践
的
生
活
人
＝
大
衆
に
と
っ
て
｢
歴
史
的
時
間
と
は
｢
日
常
性
の
原
理｣
に
支
配
さ
れ
る｣
・
｢
何
を
前
に
し
何
を
後
に
す
る
か
と
い
う
…
…
平
凡
な
日
々
の
持
っ
て
い
る
原
理
が
日
常
性
な
の
で
あ
る｣
結
論
(
ら
し
き
も
の)：
歴
史
小
説
と
社
会
、
大
河
ド
ラ
マ
と
社
会
、
歴
史
学
と
社
会
に
と
っ
て
｢
日
常
性｣
は
重
要
な
ん
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
ま
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、｢
日
常
性｣
と
は
、
歴
史
的
時
間
を
リ
ア
ル
に
感
じ
る
通
路
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
！
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